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ヴィジュアル・アートに革命をもたらしたブライアン・イーノによる音と光の展覧会 

BRIAN ENO AMBIENT KYOTO 

会場：京都中央信用金庫 旧厚生センター 
会期：2022年 6月3日（金）～ 8月21日（日）

チケット販売情報決定のお知らせ 
【特典付き】前売チケット、4月25日（月）より販売開始！ 

各界の著名人からのコメントを公開！ 

  メディアお問合せ窓口 
  HOW INC. 
  MAIL: pressrelease@how-pr.co.jp  TEL:03-5414-6405   FAX:03-5414-6406 
   

 お客様お問合せ先
  BRIAN ENO AMBIENT KYOTO info@ambientkyoto.com
  https://ambientkyoto.com
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「ありきたりな日常を手放し、別の世界に身を委ねることで、自分の想像力を自由
に発揮することができるのです」━━ ブライアン・イーノ

ヴィジュアル・アートに革命をもたらした英国出身のアーティスト、ブライアン・イーノが、コロナ禍において、初となる
大規模な展覧会「BRIAN ENO AMBIENT KYOTO」を、京都を舞台に2022年6月3日（金）より開催します。 

本展のチケット販売詳細と、ブライアン・イーノに寄せられた各界の著名人からのコメントが公開されました。 チケット
は、【特典付き】前売りチケットが、4月25日（月）より販売が開始され、 特典はオリジナル・ステッカーとなります。ま
た各界の著名人より寄せられたコメントは、ヴィジュアル・アート、音楽など多方面で全く新しい価値観を創造し続けて
きたイーノにふさわしいコメントで溢れてます。 

本展は、ブライアン・イーノによる音と光のインスタレーションを中心に展開します。 
芸術家としての活動のみならず、アンビエント・ミュージックの創始者であり、環境問題にも早くから取り組んできたイー
ノが、世界的文化都市の地で、どのようなメッセージを発するのか。ぜひご注目ください。 
 

チケット販売概要 

■チケット購入サイト 
https://www.e-tix.jp/ambientkyoto/ 

■チケット発売スケジュール 
・【特典付き】前売チケット： 4月25日（月）～ 5月8日（日）　＊特典：オリジナル・ステッカー 
・一般前売チケット： 5月9日（月）～ 6月2日（木） 
・一般チケット：6月3日（金）～ 8月21日（日） 

＊前売チケット販売は、上記チケット購入サイトでのオンラインのみの取り扱いとなります。 
  
■チケット料金 
[【特典付き】前売チケット / 一般前売チケット] 
平日： 一般  ¥1,800 / 専 ・大学生 ¥1,300 / 中高生 ¥800 
土日祝： 一般 ¥2,000 / 専 ・大学生 ¥1,500 / 中高生 ¥1,000  
  
[一般チケット]  
平日： 一般  ¥2,000 / 専 ・大学生 ¥1,500 / 中高生 ¥1,000 
土日祝： 一般 ¥2,200 / 専 ・大学生 ¥1,700 / 中高生 ¥1,200 
＊小学生以下無料 
  
■【特典付き】前売チケット：オリジナル・ステッカー 

サイズ：5cm角 
特典は、会場受付にて、本チケットのご提示と引き換えになります。 

■チケット詳細 
 https://www.e-tix.jp/ambientkyoto/　 
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著名人コメント　(1/3)                                                   
https://ambientkyoto.com/comments

基本、ENOはいいのが当たり前。 
━━ 石野卓球 

 

ブライアン・イーノは越境する!!! 個と集合を!!! 音楽と環境を! !! アンビエントとアートを!!! まるで作曲するかのようにイ
ンスタレーションを”創生”するイーノは、AMBIENT KYOTOで音と光の生態系を作り上げた!!!!!! 

━━ 宇川直宏(DOMMUNE) 
 

イーノは、ニューヨーク近代美術館が所蔵するマルセル・デュシャンの「泉」に放尿したことがあるという。事の真偽は問
わない。レディメイドの意義を過不足なく理解した、現代アートの本流アーティストであると思う。 

━━ 小崎哲哉（『Realkyoto Forum』編集長） 
 

cooperative intelligence。 
協力から生まれる知性 
  
Brian Enoから発信されるメッセージは未来を明るくする。 
彼のメッセージをCUT UP MIXしました。 
  
人間は誰しも均一でなはなく、どんな人も、唯一無二な天賦の才を持っている。 
  
「天才genius」が個人の創造性を指すように、「scenius」はコミュニティの創造性における知性を指します。 
美術史で例えば、ピカソ、レンブラント、ショスタコーヴィチが天才だと。 
いつの時代も、そうしたアーティストは、真に活発で花開いている文化的なシーンに生き、そうしたシーンから（着想を得
て）描いています。アーティストは、そのシーンの一要素に過ぎません。 
  
「天才」と呼ばれるようなアーティストは、必ず「scenius」のど真ん中にいます。 
「scene（シーン）」＋「genius（天才）」 
sceniusはブライアン・イーノによる造語。 
  
僕が一番に伝えるメッセージは「仕事には、できる限り就くな」です。 
  
アーティストであるなら、真に活発で花開いている文化的なシーンに生き自分の可能性を最大限に生かしたほうがいい。 
それが出来ない原因は、みんなが生計を立てる必要に迫られているから・・ 
しかし誰もがそうした生き方をできるような未来に向かって、私はどんなこともしたいと思います。 
  
「ベーシックインカム：どうやってそこにたどり着くのか？」 
  
知りうる限り、私が目指している未来についての考え方と最も近いコンセプトだと思います。 
  
人は協力し合うことで、そのコミュニティから知性が生まれる。 
Brian Enoから発信されるメッセージは未来を明るくする。 
  

━━ 初代選曲家・桑原茂一 
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著名人コメント　(2/3)
https://ambientkyoto.com/comments

イーノがもたらす光環境は　 
瞑想・思索体験を最大限に効果的たらしめる　 
独創的な装置である 

━━ テリー・ライリー 
 

自らのコントロールを手放す。イーノの表現に共通する哲学、それは「他者」への絶対的な信頼ではないだろうか。 
異質性を排除する風潮が強い今だからこそ、そんなイーノ作品の世界観にゆっくり身を任せてみたい。 

━━ 徳井直生 (Qosmo代表 慶應義塾大学准教授) 
 

ブライアンイーノとの出会いは就職した青木淳さんの設計事務所の棚の中にあったアルバム「Ambient 1 ：Music For 
Airports」。徹夜もしばしばであったその頃、深夜静かな音の中で集中して案を考えていた日々が懐かしいです。 

━━ 永山祐子(建築家)  
  

このコロナ渦において開催される「BRIAN ENO AMBIENT KYOTO」の意義は大きい。「アンビエント・ミュージック」
はやかましさよりも静けさを、あくせく動くことよりもじっくり止まることを、 そして内省を賞揚する音楽だ。これまで
の常識が揺らぎ、未来へのリセットが希求されているこの時代にブライアン・イーノの大掛かりなインスタレーションが日
本──それも京都という「アンビエント・ミュージック」にはまことに相応しい古都において開催されることは願っても
ないことである。よりよき社会のために動きながら、つねに自由な思考による創造性をもって人びとにインスピレーショ
ンを与えてきたイーノによる今回のスペシャルなインスタレーションは、緻密に設計されたヴィジュアルと音響システム、
そして決して反復することがないジェネレーティヴ(自動生成)な、その空間のその時にしか体験できないアートであり、「ア
ンビエント・ミュージック」なのである。 

━━ 野田努（ele-king) 
  

1989年の天河神社での伝説のインスタレーションについては何度か耳にしたことがあり、いつか体験したいと思っていま
した。 
深い思索の末に彼が創り出す世界はどんなものなのか。「楽しみ！(Can’t wait!)」以外の言葉がありません！ 

━━ 原 摩利彦 （音楽家） 
 

テレビ・モニターの向きを縦にすることで絵画のように見せて、ほとんど動かないヴィデオを流した1983年のインスタレ
イションは画期的でした。シンプルな発想でも誰もやろうとしなかった着眼点はブライアン・イーノの素晴らしいところだ
と思います。 

━━ ピーター・バラカン（ブロードキャスター） 
  

20代、私たちがイーノの展示をこの眼で見られる時がやっときた。散々聞かされた巨匠の話が自分の言葉になる 
2022年夏の京都、だれもがイーノと同じ視点に立てる唯一の場所。 

━━ 細井美裕 （サウンド・デザイナー） 
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著名人コメント　(3/3)
https://ambientkyoto.com/comments

音楽的な映像、風景映像の様な音楽。そういった言葉がイーノの作品にはしっくりくる。映画 音楽の作曲家の様に職人的
になりすぎず、技術と程よい距離感を保ちながら時代の空気を微かに取り入れる。コンセプトは作品形態が変わっても、
新しい技術を使っても全ての作品を一本の串で串刺しに出来る。イーノの作品は自分の中で物差しの様な存在である。コロ
ナウイルスで変わってしまった私たちの価値観や音楽の意義が、イーノの作品を体感することで見えてくることがあるかも
しれない。 

━━ 真鍋大度(Rhizomatiks)
  

イーノを知る切っ掛けは千差万別です。入口は幾多もありますが、出口は常にイーノらしい”何か”なのです。僕はそれを知
りたい。 

━━ 山口一郎（サカナクション / NF） 

才能のあるアーティストの表現に出逢ったとき、その観手のほとんどは、圧倒されそのカリスマにひれ伏す、ファンとなっ
て”押シ”に走る。そのクリエイションが意図するところにおのれの感性をいとも簡単にすり合わせてしまい、理解しようと
躍起になるのだ。観客主体の、どのような聴き方も受容するという「アンビエント・ミュージック」の創始者であり、す
でにスターでもあるブライアン・イーノの渾身の作品を前にして、「それを自然の川の流れのように」無視することができ
るかどうか？! 　観て聴くおのれの心が試される非常に重要なインスタレーションだと思う。 

━━ 湯山玲子(著述家、プロデューサー) 

建築家ではなく庭師のように考える。終わりではなく始まりをデザインする。いま、イーノは、統御=コントロールを離
れ、自生的な秩序をもたらす者の比喩として、「建築家」に「庭師」を対置させて語る。「庭師」というモチーフには「環
境/地球」と、これからの人間がどう向き合っていくべきかという含意があるのはいうまでもない。 

━━ 若林恵(編集者・黒鳥社) 

＊敬称略 、五十音順
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展覧会のみどころ 

1. ヴィジュアル・アートに革命をもたらしたイーノの空間芸術。 

「川のほとりに座っているような、絶え間ない変化と同時に不変の体験をしたかったのです」  
by ブライアン・イーノ 

イーノは音楽制作において、反復でない、途絶えることなく続き、そして常に変化する音楽を作ることに尽力
し、その音楽を「ジェネレーティヴ・ミュージック」と提唱し作品を発表してきました。その手法をヴィジュ
アルの分野でも用い、音と光の双方が途絶えることなく常に変化し、そしてシンクロしあう、「ジェネレーティ
ヴ・アート」という空間芸術をつくりあげ、ヴィジュアル・アート界に革命をもたらしました。 

2. その空間のその時にしか体験できない、参加型展覧会。 

興味深く聞くことも、ただ聞き流すことも、無視することもできるというリスナー主体の、あらゆる聞き方を
受容する「アンビエント・ミュージック」。 
その創始者であるイーノは、展覧会においても、観客のあらゆる接し方を受容する空間を作り上げました。 
絶え間なく変化し続ける音と光がシンクロする空間において、観客は、いつきたのか、部屋のどこにいたかに
よって他の誰とも違う体験をすることができます。 
この観客が主体となる本展は、その空間のその時にしか体験できない参加型の展覧会です。

3. コロナ禍に行われる初の大規模な展覧会。 

本展は、コロナ禍において、イーノによるはじめての大規模なインスタレーションとなります。 
芸術家としての活動のみならず、環境問題など社会活動にも早くから取り組んできたイーノが、世界的文化都
市、京都で、どのようなメッセージを発するのか、日本のみならず世界が注目する中、2022年6月に開幕を迎
えます。会場は、築90年の歴史ある建築物「京都中央信用金庫 旧厚生センター」を、建物丸ごとイーノのアー
トで彩ります。 

会場：京都中央信用金庫旧厚生センター
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展示作品より 

代表作『77 Million Paintings』、『The Ship』などの展示を行います。追加作品は随時ご案内しま
す。 
＊本資料の写真は、過去の展覧会の写真を使用しています。

①『77 Million Paintings』（『77 ミリオン・ペインティングス』） 
途絶えることなく変化する音と光がシンクロして生み出される空間芸術作品。「7700万」というのはシステ
ムが生み出すことのできるヴィジュアルの組み合わせを意味しています。2006年ラフォーレミュージアム原宿
にて世界で初めて出展、その間アップデイトを繰り返しながら世界各地を巡回すること47回、世界中のアー
ト・ファンを魅了し、ヴィジュアル・アート界を代表する作品となりました。2022年、16年ぶりに帰還しま
す。 

②『The Ship』（『ザ・シップ』） 
代表的なオーディオ・インスタレーション作品。多数の個性的なスピーカーから個別の音が鳴ることで、場所
によって違う音が聴こえ、また部屋の中を移動すると個別のスピーカーから出る音を自発的にミックスするこ
ともできます。 
そして、スピーカーが視覚的特徴となるよう、照明などで空間を演出しています。

7

音 

途絶えることなく変化し、雨や風のよ
うにその環境の一部となる音楽。

光 
イーノは映像アート作品でも音と同
様、ヴィジュアルが途絶えることなく
変化することを彼の芸術の目指すとこ
ろとして数々の作品を発表してきた。

!!

＝
77 ミリオン・ペインティングス
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BRIAN ENO 
https://ambientkyoto.com/brian-eno 
  

「アートは人々に何かをもたらすために存在している
ので はないか」。このイーノの問いかけは、彼の芸術
を、革新的であると同時に人々に広く開かれているも
のにしている。ヴィジュアル・アートのパイオニアとし
てのみならず、アンビエントの創始者であり、世界で最
も多く聞かれたサウンドのひとつWindows95の起動音
を制作したように、彼の活動は、わ 
れわれの身近なカルチャーや生活にまで及ぶ。さらに
彼は、世界的大プロデューサーであり、環境問題をは
じめとする社 
会活動にいち早く取り組んできたアクティヴィストでも
ある。 

Photo by Cecily Eno 
① ヴィジュアル・アートのパイオニア 
音と光がシンクロしながら途絶えることなく変化し続ける空間芸術。 イーノが提唱したこの「ジェネレーティヴ・アー
ト」は、ヴィジュアル・ アートに革命をもたらした。 

② アンビエント・ミュージックの創始者 
興味深く聞くことも、聞き流すことも、無視することもできるという、あらゆる聞き方を受容する「アンビエント・ミュー
ジック」。それは発想の転換であり、20世紀の音楽文化におけるもっとも重要な革命のひとつ。 

③ アクティヴィスト 
よりよき社会を目指して早くから社会的活動を行ってきたイーノは、 気候変動問題の解決を目的とした慈善団体
「EarthPercent」を新たに設立。本イベントも収益の一部を寄付。earthpercent.com 

④ 歴史的大プロデューサー 
デヴィッド・ボウイ、U2、コールドプレイと手掛けた作品が世界的大ヒット、そしていずれもが音楽史に名を残す名盤に。
イーノは常に大衆文化との接点を大切にしつつ、そこに自分の芸術性を融合させることも忘れない。 

⑤ トリビア Windows95 の起動音の制作、新小惑星 に「イーノ」の名が冠される。 

プロフィール 
ミュージシャン、プロデューサー、ヴィジュアル・アーティスト、アクティビスト。 
70年代初頭にイギリスのバンド、ロキシー・ミュージックの創設メンバーの一人として世界的に注目を集め、その後、一
連のソロ作品や様々なコラボレーション作品を世に送り出しています。プロデューサーとしては、トーキング・ヘッズ、
ディーヴォ、U2、ローリー・アンダーソン、ジェイムス、ジェーン・シベリー、コールドプレイなどのアルバムを手がけ、
デヴィッド・ボウイ、ジョン・ハッセル、ハロルド・バッド、ジョン・ケイル、デヴィッド・バーン、グレース・ジョーン
ズ、カール・ハイド、ジェイムス・ブレイク、そして実弟のロジャーとコラボレーションを行なっています。音楽活動と並
行して、光や映像を使ったヴィジュアル・アートの創作活動を続け、世界中で展覧会やインスタレーションを行っています。
ロジャー・イーノとは、初の兄弟デュオ・アルバム『ミキシング・カラーズ』(2020 年) をリリースしました。これまでに
40枚以上のアルバムをリリースし、ヴェネツィア・ビエンナーレ、サンクトペテルブルクのマーブル・パレス、北京の日壇
公園、リオデジャネイロのアルコス・ダ・ラパ、シドニー・オペラハウスなど、広範囲に渡ってアート・エキシビションを
行なってきました。長期に渡るスパンで文化的施設や機関の基盤となることを目的とする「Long Now Foundation」の創
設メンバー、環境法慈善団体「ClientEarth」の評議員、人権慈善団体「Videre est Credere」の後援を務めています。
2021年4月には「EarthPercent」を立ち上げ、音楽業界から資金を集めて、気候変動の緊急事態に取り組む最も影響力の
ある環境慈善団体への寄付を行っています。 

Website  https://brian-eno.net  
Twitter  https://twitter.com/brianeno  
Instagram  https://www.instagram.com/brianeno/ 
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開催概要 

タイトル：BRIAN ENO AMBIENT KYOTO（ブライアン・イーノ ・アンビエント・キョウト） 
会場：京都中央信用金庫 旧厚生センター 
住所：京都市下京区中居町七条通烏丸西入113
会期：2022年6月3日（金）-8月21日（日） 
開館時間：11:00 - 21:00  入場は閉館の30分前まで
チケット： 
■チケット購入サイト
https://www.e-tix.jp/ambientkyoto/

■チケット発売スケジュール 
・【特典付き】前売チケット： 4月25日（月）～5月8日（日）　＊特典：オリジナル・ステッカー 
・一般前売チケット： 5月9日（月）～6月2日（木） 
・一般チケット：6月3日（金）～8月21日（日） 
＊前売チケット販売は、上記チケット購入サイトでのオンラインのみの取り扱いとなります。 
  
■チケット料金 
[【特典付き】前売チケット / 一般前売チケット] 
平日： 一般  ¥1,800 / 専 ・大学生 ¥1,300 / 中高生 ¥800 
土日祝： 一般 ¥2,000 / 専 ・大学生 ¥1,500 / 中高生 ¥1,000  
  
[一般チケット]  
平日： 一般  ¥2,000 / 専 ・大学生 ¥1,500 / 中高生 ¥1,000 
土日祝： 一般 ¥2,200 / 専 ・大学生 ¥1,700 / 中高生 ¥1,200 
＊小学生以下無料 

主催：AMBIENT KYOTO実行委員会（TOW、 京都新聞） 
企画・制作：TOW、Traffic 
協力：α-station FM KYOTO、京都METRO、CCCアートラボ 
後援：京都府、京都市, ブリティッシュ・カウンシル、FM COCOLO 
機材協賛：Genelec Japan、Bose、Magnux、静科 
特別協力：Beatink、京都中央信用金庫 

公式ホームページ. http://ambientkyoto.com 
Twitter. https://twitter.com/ambientkyoto
Instagram. https://www.instagram.com/ambientkyoto
Facebook. https://www.facebook.com/ambientkyoto
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会場 アクセスマップ 
（京都中央信用金庫 旧厚生センター） 
〒600-8219京都市下京区中居町七条通烏丸西入113
  
アクセス 
・電車：JR京都駅より徒歩5分 
・市バス：烏丸七条バス停より徒歩1分 
＊東本願寺の南に隣接

https://www.e-tix.jp/ambientkyoto/
https://twitter.com/ambientkyoto
https://www.facebook.com/ambientkyoto



